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60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る
（参考項目：49）

4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：30,31）

1. ほぼ全ての利用者が

68
職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが

2. 利用者の２/３くらいが 2. 利用者の２/３くらいが

4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

59
利用者は、職員が支援することで生き生きした
表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

66
職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

1. ほぼ全ての職員が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが

4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

3. 利用者の１/３くらいが 3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

1. ほぼ全ての利用者が

67
職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う

1. ほぼ全ての利用者が

3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりが拡がったり深まり、事業所
の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている

2. 家族の２/３くらいと

4. ほとんど掴んでいない 4. ほとんどできていない
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,19）

1. ほぼ全ての家族と1. ほぼ全ての利用者の

63

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：18,38）

2. 利用者の２/３くらいの

評価機関名 社会福祉法人香川県社会福祉協議会

所在地 香川県高松市番町一丁目１０番３５号

グループホームに馴染みの人や地域の人々が
訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
3. たまにある 3. たまに
4. ほとんどない 4. ほとんどない

1. 毎日ある

64

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号 3770103079 ・認知症ケアの地域への発信源として、円座ふれあい元気教室の開催や認知症サポーター養成講座
を、母体であるマルナカ本部、円座地区の方々、職員に向けて開催し、117名の認知症サポーターが誕
生した。今後は、円座小学校・香東中学校、マルナカ新入社員等で養成講座を行い、認知症高齢者を、
地域全体で支えることができる町づくりを目指していく。
・居室のカメラにより、家族がスマートフォンから状態確認ができている。また、居室で転倒した際に、ど
のような状況で転倒したかが確認でき、受診時に、具体的に状況説明ができている。
・100歳以上が3名おり、食事内容や職員の関わり方が充分に活かされている。

法人名

訪問調査日 平成27年12月12日

事業所名

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点】

香川県高松市円座町1300-2

自己評価作成日

グループホーム春風荘

平成27年10月12日 評価結果市町受理日 平成26年3月31日

所在地

ハッピーライフ愛

1  自己評価及び外部評価結果

基本情報リンク先 http://www.kaigokensaku.jp/37/ 宿直者を置くなど、夜間の緊急事態に迅速に対応できるよう体制を整えており、利用者の安
全確保に努めている。職場環境を整備し、職員一人ひとりのスキルが向上し、事業所全体が
レベルアップする事を目指している。現在は10の委員会を設置し、職員全員がいずれかの委
員会に所属して活動している。研修は、年間計画に沿って、それぞれの委員会が持ち回りで
担当し、講師や司会進行・記録等を、職員で行っている。関連の事業体合同で、年１回委員
会ごとの発表の機会があり、成果のある実践には賞が与えられ、職員の意欲向上や自信に
繋がっている。
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自己評価および外部評価結果

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営

1 （1） ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献
事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて
活かしている

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み
運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活かし
ている

運営推進会議では、地域自主防災組織によ
る防災活動における地域の大切さ、四季の
行事、家族会、施設内マンパワー委員会、
認知症サポーター養成講座の実施状況等、
春風荘での様々な取り組みをパワーポイン
トで分かりやすく紹介し、話し合う中でホー
ムへの理解、協力を得られるよう努めてい
る。

市の担当者・包括支援センター・地域の人・
家族・利用者・職員等が参加して、定期的に
開催されている。事業所内の報告や説明にと
どまらず、「労働環境について」「介護業界の
現状」「１年間の各委員会の発表」「危険予測
について」「消防署からの報告」等、多彩な
テーマで話し合われている。参加者から活発
な意見や協力的な意見が出され、運営に活
かしている。

「みんな仲良く、穏やかなくらし」という理念
を掲げ、職員は毎朝、申し送り時に、利用者
様は、食事前に皆で唱和している。

職員は、地域密着型サービスの意義や役割
を十分理解している。定期的に接遇委員会を
設け、理念に基いた支援が、日々の生活に
活かせるように、挨拶や言葉づかい、お茶の
入れ方や出し方等、具体的に研修している。
「利用者は家にいるお祖父さんお祖母さんと
一緒」と思って、普通の生活を意識して接して
いる。

Ｈ26年９月より「高齢者の居場所作り」とし
て、「円座ふれあい元気教室」を毎週日曜日
に開催している。地域の方が毎週24名ほど
来られ、入居者様も交えて交流を行ってい
る。地域の田植え祭りや節分祭、獅子舞な
どの行事への参加しており、交流の機会が
より多く設けられるよう取り組んでいる。

地域行事への参加はもとより、各種の催し物
を開催して、地域と活発に交流している。地
域クリーンクラブ委員会の職員が、週１回近
所の神社やお寺のトイレ、ゴミステーションの
清掃を行なっている。「円座ふれあい元気教
室」の開催により、入所者への理解や関心が
深まり、事業所での食事会や外食会が行わ
れている。

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

円座ふれあい元気教室では、地域の方の
健康促進の為、デイクラブ春の風の運動機
器を開放し、職員の特技を活かしたレクリ
エーションを提供している。福祉用具業者よ
る自転車の講習や、県のくらし安心安全課
による交通マナー講習を行っている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

5 （4） ○市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取り組みを積極的に伝
えながら、協力関係を築くように取り組んでいる

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践
代表者および全ての職員が「介指定基準における
禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理解して
おり、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケア
に取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法につい
て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内で
の虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよう支
援している

9 ○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約又はや改定等の際は、利用者
や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を
行い理解・納得を図っている

契約時には重要事項説明書により、十分な
説明を行っている。契約には十分な知識を
持った管理者、計画作成担当者があたり、
入居者様、家族様に不安を与える事のない
よう努めている。変更がある場合は、面会時
やサービス担当者会議時などの際に、説明
を行っている。

年１度以上は社内研修で、高齢者虐待防止
関連法や県内外の事業所の事例を取り上
げ、全職員が学習する機会を設けている。
また、各職員に積極的に社外研修への参加
を促し、虐待防止について意識づけを図っ
ている。

職員を、香川県認知症介護実践研修をはじ
めとした社外研修に、積極的に参加させて
いる。また、毎月一回全職員参加で行う社
内研修で、知識の共有を行い、職員の知識
向上に努めている。

地域包括支援センター一宮と連携し、ハッ
ピーライフ愛、マルナカ本社にて認知症サ
ポーター養成講座を開催しており、今後も地
域の小学校などを対象に、開催を予定して
いる。市町村担当者の方には、サービスや
運営上の課題を相談している。

包括支援センターとは、「認知症サポーター
養成講座」を開催しているなど、連携が良くと
れている。市の担当者とは、運営推進会議の
出席があり、顔の見える関係ができており、
連携がとれている。

社外研修や社内研修を活用し、高齢者虐待
防止関連法についての知識を、全職員で共
有している。ベッド柵などの身体拘束にあた
る事項を行う場合は、家族様や全職員、主
治医で検討し、家族様の同意を得て、必要
最低限の範囲となるように努めている。

職員は、研修で身体拘束について、繰り返し
学んでおり、身体拘束のないケアを目指して
いる。家族の希望で、車いすの固定ベルトを
使用している人がいるが、食事時や職員が
そばに居る時はベルトをはずし、使用が限定
的となるよう努力している。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

10 （6） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員な
らびに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

11 （7） ○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがい
など、各自が向上心を持って働けるよう職場環境・
条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取り組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会
の確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会を作り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問
等の活動を通じて、サービスの質を向上させてい
く取り組みをしている

職員には、香川県認知症介護実践研修を
はじめとした社外研修を積極的に受講さ
せ、社外研修での知識を毎月の社内研修に
て共有している。また、感染症に関する研修
を花王の担当者を招き行うなど、社内研修
の質の向上にも努めている

2ヵ月に一度、20社の他事業所の職員と業
務改善や困難事例、問題点等、それぞれの
事業所での情報を交換する機会を作ってい
る。また、他施設職員の見学などを積極的
に受け入れ、情報交換の機会を作ってい
る。

毎月1回開催のカンファレンスにて、全職員
から意見を聞く機会を設けており、必要に応
じて適宜個別の面談を実施している。職員
の意見により、ケア方法の変更したり、セン
サーライトやセンサーマット、ベッドにスイン
グアーム介助バーを購入し設置するなど、
利用者様の残膳確保のための取り組みを
迅速に行った。

代表者の強いリーダーシップを発揮し、職員
全員明るく生き生きと働けるよう努めている。
組織管理がすぐれており、職員間の連携が
良くとれている。現場のカンファレンス、役職
ミーティング、全体の会議がシステム化され
ており、職員の気づきやアイデアは、それぞ
れの部署で検討され、運営に活されている。

全事業部合同で、接遇や防災などを検討す
る「マンパワー委員会」を立ち上げ、職員が
各委員会へ参加する事で、業務に対する意
識付けを行っている。また毎月の社内研修
では、職員が交代で資料作成と講師を担当
し、業務に対しての意識向上を図っている。

苦情受付窓口を設置し、苦情や意見の受付
を行っている。また、その旨を重要事項説明
書にも記載し、外部関係機関の連絡先も併
せて記載している。毎月1回入居者様全員と
職員で「家族会議」を開催し、希望を伺う機
会を設けている。

毎月「ハッピー春風だより」を家族に送付の
際に、担当職員が本人の様子をお知らせす
る手紙を添えている。居室にはカメラを設置
し、家族が、いつでも利用者の様子を見る事
ができるようにしている。家族とは行事等で
交流する機会が多く、なんでも気軽に話し合
えるよう努めている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っているこ
と、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている

16 ○初期に築く家族等との信頼関係
サービスを導入する段階で、家族等が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援
サービスを導入する段階で、本人と家族等が「そ
の時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場におかず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人を共に支えあう家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場におかず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

入居後も、家族様と外出イベントなどを一緒
に行う事で、家族様にも継続して支援に参
加していただきながら、共にすごす時間を提
供し、家族様との関係構築ができるよう努め
ている。

本人様の望むサービスやニーズについて
しっかりとアセスメントを行い、医療的なケア
が必要な場合や、当グループホームの利用
以外でのケアがより望ましい場合は、ナーシ
ングホームや特別養護老人ホームへの紹
介を行っている

調理や掃除、洗濯など家事の一部を職員と
共に行ったり、入居者様同士で行う事で、支
えあう関係を構築できるよう支援している。
また、入居者様が得意としていたピアノを弾
いてもらい、音楽レクを行うなど、レクリエー
ション時にも、入居者様それぞれの個性や
特技が活かせるよう支援している。

入居者様の困っている事、不安な事などに
ついての情報と、その根幹となる身体状況・
認知症の状態についての情報をしっかりと
アセスメントし、初回プランの作成に反映さ
せると共に、入居後も密なアセスメントを行
い、必要に応じて迅速にプラン変更の為の
サービス担当者会議を開催している。

入居前に家族様から困り事や現在の生活
の状況などについて、相談できる機会を設
けている。また、入居後のケアとして、生活
状況についてしっかりと情報提供を行うと共
に家族会など、家族様同士の交流の機会の
提供を行っている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

20 （8） ○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めている

21 ○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族
の経過をフォローし、相談や支援に努めている

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
23 （9） ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている

24 ○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努
めている

入居者様の生活に関する意向や日中の過
ごし方についての希望などを、日々のケア
の中で汲み取ると共に、毎月1回入居者様
全員と職員で「家族会議」を開き、入居者様
の生活やケアについての希望を伺う機会を
設け、家族様に伝え、ケアプランや日々の
関わり方の改善の為に活用している。

毎月、職員と利用者で話し合いの時間をもっ
ている。テーマを決め、元気で輝いていた頃
の話を、利用者全員に発表してもらってい
る。回想法を使い、昔を思い出して話すうち
に、これからの事や具体的な終末期の希望、
今したいことや家族も知らない胸の内を明か
してくれ、思いを知った職員は、家族の協力
を得て実現できるよう努力している。

入居時に本人様や家族様から情報収集す
ると共に、同事業所内の居宅サービスや通
所介護サービスなどを利用していた場合
は、担当職員と連携し、情報把握に努めて
いる。

入居者様一人ひとりの個性に合わせてレク
リエーションや食事の際の席順や、提供す
るレクリエーションの選定を行い、談話の際
はより円滑な交流が行えるよう、適宜職員
が介入し、積極的な関わり合いが行われる
よう支援している。

看取りケアを行っており、サービス終了に至
る理由は、死亡退所である事が多い。入院
によるサービスの中断等の場合は、本人様
や家族様と連絡を取り合い、退院後の施設
生活の継続、もしくは他施設の紹介など、本
人様のケアが途切れる事のないようにして
いる。

デイサービスを利用していた入居者様に、
デイサービス入居者様との交流の機会を設
けたり、他施設に入所している入居者様の
家族様へ面会をする為に外出の支援を行う
など、支援を行っている。

行きつけの美容院の利用や家族が入所して
いる他の施設への面会は、スタッフが同行し
ている。自宅が近い利用者は、散歩の途中
で自宅に寄ったり、家族の協力を得て生家を
見に行ったり、お墓詣りをするなど、これまで
大切にしてきた関係が途切れないよう支援し
ている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

25 ○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている

26 （10） ○チームでつくる介護計画とモニタリング
本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合い、
それぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即
した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化
本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟
な支援やサービスの多機能化に取り組んでいる

29 ○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している

海外で暮らす家族様や遠方で暮らす家族様
との面会、長年会っていなかった兄弟や姉
妹の面会、また、小学校からの同級生の面
会があり、入居してもなお、心身共に喜びを
得ながら生活することができている。

日々のケアとその結果について介護記録に
記入すると共に、リーダー用状況把握表を
活用した申し送りを行い、情報の共有を行っ
ている。ヒヤリハット報告については、グ
ループホームやデイサービスなど全ての事
業部が参加するヒヤリハット委員会で報告
や検討を全員で行い、より安全で的確なケ
アができるよう努めている。

通院や外出、外食支援、外出やイベント時
の家族様と入居者様との交流を支援してい
る。以前、夫婦で入居されて、ご主人様が他
界された入居者様の為、毎月職員が法要を
行ったことがある。

入居者様の状態に応じて、水分量や便の状
況、食事量などを、しっかりと全職員で把握
できるよう、各種記録を活用し、情報共有を
行っている。また、レクリエーション時や排
泄・入浴時などに、普段と変わった点があっ
た場合は、適宜職員同士でケア方法の検討
を行い、ケア方法の迅速な改善に繋げてい
る。

入居者様の普段の生活から適切に意向を
汲み、家族様からの意見についても、普段
の面会時などに職員と気さくに話せる雰囲
気作りをする事で、希望や意向を伝えやす
いよう関係の構築に努めている。また、サー
ビス担当者会議は主治医やリハビリ担当か
ら助言を受け、看護師が出席し、3ヵ月に1度
開催している。

毎月のカンファレンスで、利用者全員の状態
が報告されている。モニタリングは、家族や
利用者と担当職員、他の職員の意見を確認
し、計画作成者が介護計画を作成している。
モニタリング・アセスメント・担当者会議・カン
ファレンスの一連の流れが定着しており、不
都合があれば速やかに変更し、本人の状態
に即した介護計画を作成している。

事業所では、ベテラン職員と新人職員
の間の、スキルに差を感じており、介
護記録の様式を、わかりやすく、書き
やすい様式に変更することを検討して
いる。日々の支援は、介護計画がもと
になるので、一人ひとりに実施されて
いる支援が介護計画を意識した介護
となることで、ケアの質が向上するこ
とが期待できるので、具体化を期待し
たい。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

30 （11） ○かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得
が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きな
がら、適切な医療を受けられるように支援している

31 ○看護職との協働
介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職や訪問看護師等に伝え
て相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できるように、
又、できるだけ早期に退院できるように、病院関係
者との情報交換や相談に努めている。あるいは、
そうした場合に備えて病院関係者との関係づくり
を行っている。

33 （12） ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援
重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有し、
地域の関係者と共にチームで支援に取り組んで
いる

34 ○急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

重度化した場合や終末期のあり方につい
て、早い段階から、本人様や家族様と話し
合いを行い、事業所ができる範囲を説明し
ている。重度化した場合や看取り期には、最
期まで人間らしく生きて頂く為、サービス担
当者会議において、気になる症状などは、
前もって家族様に、受け入れてもらえるよう
に説明をしている。その上で、ご家族もチー
ムの一員として本人を支援している。

主治医の協力のもと看取りを実施している。
入所時に本人・家族と話し合い、希望があれ
ば看取りの同意書をもらっている。重度化し
た場合は、主治医からその都度、家族に状
態を説明してもらっている。医師の判断によ
り、看取りの時期に入ったら「看取りにかかわ
る指針」に家族全員の同意をもらい、本人や
家族の希望に沿えるよう、家族・医師・看護
師・職員が協力して支援している。

急変が考えられる入居者様に関しては、前
もって状態観察を密に行い、急な発熱には、
血液検査やレントゲン検査、尿検査を行っ
て、体の内部に発生している変化を把握し、
治療が必要な病気がないか看るようにして
いる。解熱剤や抗生剤の内服のタイミング
の指導、クーリング等で、初期対応できるよ
うにしている。

些細なことであっても看護師に報告・相談が
あり、受診の必要性は、日常生活におけるＡ
ＤＬや全身状態、食事・水分摂取量、排泄状
況をもとに、適切な専門医への受診、看護
が受けられるよう支援している。

症状に応じて、本人様や家族様の希望を伺
い、出来る限り希望に沿うようにしている。
協力医療機関が主治医の入居者様に関し
ては、出現している症状から専門医を紹介
して頂き、専門的な適切な医療が受けらる
ようにしている。

利用者や家族の希望する医療機関での受診
を支援している。現在は、大半の利用者が協
力医療機関を主治医としている。協力医療機
関の医師の往診が、1～2週間ごとにある。他
科の受診は、できる限りスタッフが同行してい
るが、総合病院等の受診は、家族にお願いし
ている。

入院した際、本人様は不安を抱えている
為、時折面会に行き、治療に専念できるよう
にしている。また、地域医療連携室師長や
入院している病棟師長との情報交換を行う
と共に、今後、医療的処置がどのくらい必要
になってくるかの相談も、快く受けてくれてい
る。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

35 （13） ○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　
36 （14） ○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援
日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのように
過ごしたいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援
その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

衣服はその日着たいものを選び、その方な
りのおしゃれができている。選べない方に
は、暑さや寒さを考慮して、上着とズボンの
色合いを考えながら選び、おしゃれができる
ようにしている。

認知症の種類が違う方（意味性認知症）で
も、「これの。」「あれの。」「これこれ。」と発
語しながら、指を差し、思いや希望を充分表
し、自己決定することができている。

日々、ホールで入居者様全員が集まる時、
食後の時間を居室でテレビを見ている方、
昼寝をする方、持参しているアルバムを見
ている方、おやつの準備を一緒にしてくれる
方など、思い思いの時間を過ごして頂いて
いる。

毎月カンファレンスにおいて、避難訓練を行
い、誘導方法を確認している。水を２ダー
ス、レトルトのお粥、賞味期限が５年間の羊
羹を備蓄している。また、非常持ち出し袋に
必要物品を入れ、個々の好みの食べ物は、
家族様にご協力をお願いしている。ＡＥＤを
設置し、緊急時に地域の方が利用できるよ
うにしている。

夜間想定の避難訓練を毎月実施し、事業所
全体の総合避難訓練を年２回実施している。
地震時の事業所内の避難方法、水害や台風
について それぞれ個別に対策が取られてい
る。消防や地域の自主防災組織、消防団とも
連携は取れている。香東川に隣接しているた
め、川の水位の把握の仕方を、消防団から
指導を受けている。また、利用者の居室に、
一人ひとりの非常持ち出し袋を備え付けてい
る。

保育所の先生や中学校の先生、医者の奥
様だった方、点字を教えていた方、茶道を教
えていた方など、教養のある方が多い為、
人格や輝いていた頃の誇りを傷つけないよ
う、個々の話を傾聴し、声かけを行ってい
る。習字をするときれいなバランスの取れた
字を書くことができている方がおいでにな
る。

一人ひとりの利用者の生活歴の把握に努
め、接遇委員会で言葉づかい、態度、日常の
礼儀、所作を学習し、誇りを傷つけないように
接している。居室に設置しているカメラはリス
ク管理と家族に利用者の様子をいつでも見
てもらう為のもので、パスワードが設定されプ
ライバシーは守られている。

9/25 社会福祉法人香川県社会福祉協議会



実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

40 （15） ○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好み
や力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備
や食事、片付けをしている

41 ○栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に
応じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケ
アをしている

43 （16） ○排泄の自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレで
の排泄や排泄の自立にむけた支援を行っている

毎食時前に、自力でトイレに行ける方には、
声かけをして失禁しないよう配慮している。
常時オムツを使用している全介助状態の方
は、排泄チェック表を確認しながら、パッド交
換の際に、微温湯で洗浄後、清拭を行って
不快感のないようにしている。

各居室にトイレ・洗面所があり、自室のトイレ
で落ち着いて排泄する事ができる。声かけや
誘導により、トイレでの排泄ができるように
なったり、布のパンツで過ごせるようになった
人もいる。常時、おむつをしている人には、保
温庫で温めたおしぼりで清潔の保持に努め
るなど、一人ひとりの状態に適した支援を実
施している。

制限食である方にも、できる限り制限されて
いることを感じさせないよう、盛り付けと品数
に気をつけている。一人ひとりの水分摂取
量が一定ではない為、習慣や性格を考慮
し、一日の水分摂取量が確保できるように
支援している。

口腔ケアは、自力でできる方にも必ず声か
けを行い、職員が見守りができる洗面所で
行って頂いている。義歯を使用している方
は、毎食後に義歯を洗浄している。夕食後
は流水で洗浄後、義歯洗浄剤で一晩浸食
し、朝、さっぱりとした義歯を装着して頂いて
いる。自力で口腔ケアできない方は、吸引
歯ブラシを使用している。

イベント時には、個々の飲み込み状態を考
慮したミキサー食やソフト食を、見た目の色
合いや味が普通食と変わらない状態で提供
し、入居者様や家族様に好評を得ている。
役割として、食材の手入れや盛り付けを職
員と一緒にすることで喜びを感じて頂け、そ
の後の食事の後片付けも、してくれている。

おいしく食べる事を目指しており、ミキサー食
を普通食と同じに仕上げるソフト食の開発に
取り組んでいる。現在は、おせちや行事食で
実施しているが、最近うどんのソフト食作りに
成功した。見た目や味も、普通食と遜色ない
と、利用者や家族から喜ばれている。ミキ
サー食では、主采は食材ごとにミキサーさ
れ、誤嚥防止にも十分気を付け、一匙ごとに
声かけしながら介助している。準備や片付け
は利用者にできる範囲でお願いしている。職
員は一緒に食卓を囲み、にぎやかに食事を
楽しんでいる。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

44 ○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

45 （17） ○入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々にそった支援をしている

46 ○安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支
援している

47 ○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている

一人ひとりの薬の内容については、介護職
にも分かるようにしている。また、下肢の浮
腫みや降圧剤等が追加処方された場合に
は、担当者会議で家族様に状況を報告して
いる。直接、主治医に伺いたい家族様に
は、往診時に来荘して頂いている。

個々の認知度や生活歴に合った役割（お盆
拭き・洗濯物干し・洗濯物たたみ・食器の後
片付け・ランチョンマットの後片付け・配膳・
食事やおやつの声かけ等）を、職員の声か
けと誘導で行なってもらうことで、張り合いや
喜びのある日々を過ごすことができている。

その日の体調や精神状態に合わせ、時に
午前中でも柔軟に入浴できるようにしてい
る。入浴後は、水分補給として体内の水分
成分と同じポカリスエットを飲用して頂き、体
内水分のバランスを崩さないよう配慮してい
る。

週３回、午後に入浴しているが、利用者の体
調や気分を考慮し、柔軟に対応している。一
般浴のみだが、脱衣室と浴槽間にリフトが設
置され、利用者と職員の体への負担が軽減
されている。脱衣場に、個別のケア方法を明
示した書類を置き、利用者が安全に、楽しく
入浴できるよう工夫している。

夕食後から寝る前まで、自由に過ごせる空
間を提供している。居室でテレビを見たり、
ホールで数名の入居者様達でテレビを見た
り、時には新聞記事の内容を話し合ったり、
カーテンを閉めてくれたり、そろばんやパズ
ルをしたりと、思い思いの時間を過ごすこと
で、夜間の安眠に繋がっている。

毎日、体操を欠かさず行い、発汗量や食事・
水分摂取量のバランスを見ながら、摂取量
を増減している。食事面では、繊維質の食
材を取り入れ、調理を工夫したりしている。
便秘の原因が内服薬の副作用であることも
あり、主治医に相談して内服薬の検討を
行ったり、個別対応として緩下剤・下剤・便
秘漢方薬を使用している。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

49 （18） ○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。又、普段は行け
ないような場所でも、本人の希望を把握し、家族
や地域の人々と協力しながら出かけられるように
支援している

50 ○お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所
持したり使えるように支援している

51 ○電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている

52 （19） ○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）がな
いように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり
共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の
工夫をしている

共用空間の中でも一人の時間を過ごすこと
ができるよう、一人掛けのソファを置いてい
る。気の合う入居者様同士で交流できるよ
う、テーブルを囲んで座れるようにしている。

海外在住の家族様からの国際電話は継続
しており、家族様が遠方でいても、今どこに
いるのかが分かるようにしている。また、入
居以来、面会に来ることのなかった親類か
らの電話があり、認知症の進行で電話で話
すことはできないが、面会に来れるよう支援
している。

共用空間は、それぞれの入居者様が不快
感を感じないよう、一人掛けの椅子はもちろ
んのこと、二人掛けできるソファを置いたり、
テーブルに一輪挿しをおいて、癒される空間
を作っている。

事業所内は、床暖房が設置され、室温の変
化が少ないよう配慮されている。東側のデッ
キの下には、河川敷きが広がり、解放感や季
節感を感じることができる。壁や扉には木材
が使われ、落ち着いた雰囲気で、整理整頓さ
れ、清潔な空間となっている。利用者の写真
や趣味の作品が飾られ、日々の様子が良く
わかる。クリスマスの飾りや外壁のイルミ
ネーション、食器等、利用者が楽しめるよう工
夫している。

その日その日の体調と気候を考慮し、散歩
に出かけ、近隣の庭に咲いている花や木の
緑を見て、心地よい季節を体で感じて頂い
ている。また外食は、今まで行ったことのな
い場所へ出向き、車で移動する楽しみと車
中から見える景色を楽しんで頂いた。

事業所の前の神社は自然豊かな場所にあ
り、時候の良い季節には周辺を散歩してい
る。季節ごとのお花見は、多くの人が参加で
きるよう近くの場所で行い、参加した家族とと
もに楽しんでいる。月１回程度は、外食や個
別の買い物に出かけており、利用者の希望
に沿うように支援している。

外食の際には、一人ひとりの利用者様のお
金を、適切な金額で個別にしておき、職員が
ついて支払える方には、支払いをして頂い
ている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

54 （20） ○居心地よく過ごせる居室の配慮
居室は、本人や家族と相談しながら、使い慣れた
ものや好みのものを活かして、本人が居心地よく
過ごせるような工夫をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり
建物内部は一人ひとりの「できること」「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活
が送れるように工夫している

意味性認知症の方の「できること」や「分か
ること」から、活かせる部分は、役割や楽し
みとして活かすことができている。カーテン
閉めを役割としているご利用者には、安全
確保のために、自然に任せてカーテン閉め
をして頂いている。

自宅で使っていた馴染みの家具を、居室内
に置いたり、思い出のアルバムやいつも
使っていた鞄を持参して頂いたり、一時帰宅
した際に撮った、家族写真を飾ったり、神棚
やご主人様の写真やお孫さんの写真を飾
り、居心地良く過ごせるようにしている。

居室には、ベッドやソファーベッドが用意さ
れ、クローゼットが備え付けられている。冷蔵
庫やお気に入りの品物を置いたり、お花や家
族の写真をたくさん飾り、それぞれ個性のあ
ふれる居心地の良い空間となっている。ク
ローゼットには、非常持ち出し袋を掛けてお
り、裏側には体調急変時の入院必需品を掲
示し、全職員が緊急時に対応できるよう配慮
されている。
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○ ○

○

○

○

○

○ ○

○ ○

○ ○

○

4. ほとんどできていない

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る
（参考項目：49）

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔
軟な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が

2. 利用者の２/３くらいが

3. 利用者の１/３くらいが

4. ほとんどいない

1. ほぼ全ての家族等が

2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが

3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
61

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安
なく過ごせている
（参考項目：30,31）

1. ほぼ全ての利用者が

68
職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う

4. ほとんどいない

1. ほぼ全ての職員が

4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが

1. ほぼ全ての利用者が

2. 利用者の２/３くらいが 2. 利用者の２/３くらいが

3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが

1. ほぼ全ての利用者が

67
職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う

4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

1. 大いに増えている

57

1. 毎日ある

3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが

2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている

3. 利用者の１/３くらいが 3. あまり増えていない

4. ほとんどいない 4. 全くいない

59
利用者は、職員が支援することで生き生きした
表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

66
職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりが拡がったり深まり、事業所
の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

3. たまにある 3. たまに

4. ほとんど掴んでいない 4. ほとんどできていない

利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：18,38）

4. ほとんどない 4. ほとんどない

64
グループホームに馴染みの人や地域の人々が
訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように

2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の 職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,19）

1. ほぼ全ての家族と

2. 利用者の２/３くらいの 2. 家族の２/３くらいと

3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと
63

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目
　　　  　　　取　り　組　み　の　成　果
　 ↓該当するものに○印

項　　目
　　　　  　取　り　組　み　の　成　果
　 ↓該当するものに○印
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自己評価結果

Ⅰ.理念に基づく運営

1 （1） ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献
事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて
活かしている

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み
運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活かし
ている

5 （4） ○市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取り組みを積極的に伝
えながら、協力関係を築くように取り組んでいる

「みんな仲良く、穏やかなくらし」という理念を掲
げ、職員は毎朝、申し送り時に、利用者様は、
食事前に皆で唱和している。

Ｈ26年９月より「高齢者の居場所作り」として、
「円座ふれあい元気教室」を毎週日曜日に開催
している。地域の方が毎週24名ほど来られ、入
居者様も交えて交流を行っている。地域の田植
え祭りや節分祭、獅子舞などの行事への参加
しており、交流の機会がより多く設けられるよう
取り組んでいる。

円座ふれあい元気教室では、地域の方の健康
促進の為、デイクラブ春の風の運動機器を開
放し、職員の特技を活かしたレクリエーションを
提供している。福祉用具業者よる自転車の講
習や、県のくらし安心安全課による交通マナー
講習を行っている。

運営推進会議では、地域自主防災組織による
防災活動における地域の大切さ、四季の行
事、家族会、施設内マンパワー委員会、認知症
サポーター養成講座の実施状況等、春風荘で
の様々な取り組みをパワーポイントで分かりや
すく紹介し、話し合う中でホームへの理解、協
力を得られるよう努めている。

地域包括支援センター一宮と連携し、ハッピー
ライフ愛、マルナカ本社にて認知症サポーター
養成講座を開催しており、今後も地域の小学校
などを対象に、開催を予定している。市町村担
当者の方には、サービスや運営上の課題を相
談している。

自
己

外
部

項　　目
自己評価

実践状況
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自
己

外
部

項　　目
自己評価

実践状況

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践
代表者および全ての職員が「介指定基準における
禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理解して
おり、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケア
に取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法につい
て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内で
の虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよう支
援している

9 ○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約又はや改定等の際は、利用者
や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を
行い理解・納得を図っている

10 （6） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員な
らびに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

社外研修や社内研修を活用し、高齢者虐待防
止関連法についての知識を、全職員で共有し
ている。ベッド柵などの身体拘束にあたる事項
を行う場合は、家族様や全職員、主治医で検
討し、家族様の同意を得て、必要最低限の範
囲となるように努めている。

年１度以上は社内研修で、高齢者虐待防止関
連法や県内外の事業所の事例を取り上げ、全
職員が学習する機会を設けている。また、各職
員に積極的に社外研修への参加を促し、虐待
防止について意識づけを図っている。

職員を、香川県認知症介護実践研修をはじめ
とした社外研修に、積極的に参加させている。
また、毎月一回全職員参加で行う社内研修で、
知識の共有を行い、職員の知識向上に努めて
いる。

契約時には重要事項説明書により、十分な説
明を行っている。契約には十分な知識を持った
管理者、計画作成担当者があたり、入居者様、
家族様に不安を与える事のないよう努めてい
る。変更がある場合は、面会時やサービス担当
者会議時などの際に、説明を行っている。

苦情受付窓口を設置し、苦情や意見の受付を
行っている。また、その旨を重要事項説明書に
も記載し、外部関係機関の連絡先も併せて記
載している。毎月1回入居者様全員と職員で
「家族会議」を開催し、希望を伺う機会を設けて
いる。
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11 （7） ○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがい
など、各自が向上心を持って働けるよう職場環境・
条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取り組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会
の確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会を作り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問
等の活動を通じて、サービスの質を向上させてい
く取り組みをしている

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っているこ
と、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている

毎月1回開催のカンファレンスにて、全職員から
意見を聞く機会を設けており、必要に応じて適
宜個別の面談を実施している。職員の意見に
より、ケア方法の変更したり、センサーライトや
センサーマット、ベッドにスイングアーム介助
バーを購入し設置するなど、利用者様の残膳
確保のための取り組みを迅速に行った。

全事業部合同で、接遇や防災などを検討する
「マンパワー委員会」を立ち上げ、職員が各委
員会へ参加する事で、業務に対する意識付け
を行っている。また毎月の社内研修では、職員
が交代で資料作成と講師を担当し、業務に対し
ての意識向上を図っている。

職員には、香川県認知症介護実践研修をはじ
めとした社外研修を積極的に受講させ、社外研
修での知識を毎月の社内研修にて共有してい
る。また、感染症に関する研修を花王の担当者
を招き行うなど、社内研修の質の向上にも努め
ている

2ヵ月に一度、20社の他事業所の職員と業務改
善や困難事例、問題点等、それぞれの事業所
での情報を交換する機会を作っている。また、
他施設職員の見学などを積極的に受け入れ、
情報交換の機会を作っている。

入居者様の困っている事、不安な事などについ
ての情報と、その根幹となる身体状況・認知症
の状態についての情報をしっかりとアセスメント
し、初回プランの作成に反映させると共に、入
居後も密なアセスメントを行い、必要に応じて迅
速にプラン変更の為のサービス担当者会議を
開催している。
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16 ○初期に築く家族等との信頼関係
サービスを導入する段階で、家族等が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援
サービスを導入する段階で、本人と家族等が「そ
の時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場におかず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人を共に支えあう家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場におかず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

20 （8） ○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めている

21 ○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている

入居者様一人ひとりの個性に合わせてレクリ
エーションや食事の際の席順や、提供するレク
リエーションの選定を行い、談話の際はより円
滑な交流が行えるよう、適宜職員が介入し、積
極的な関わり合いが行われるよう支援してい
る。

入居前に家族様から困り事や現在の生活の状
況などについて、相談できる機会を設けてい
る。また、入居後のケアとして、生活状況につ
いてしっかりと情報提供を行うと共に家族会な
ど、家族様同士の交流の機会の提供を行って
いる。

本人様の望むサービスやニーズについてしっ
かりとアセスメントを行い、医療的なケアが必要
な場合や、当グループホームの利用以外での
ケアがより望ましい場合は、ナーシングホーム
や特別養護老人ホームへの紹介を行っている

調理や掃除、洗濯など家事の一部を職員と共
に行ったり、入居者様同士で行う事で、支えあ
う関係を構築できるよう支援している。また、入
居者様が得意としていたピアノを弾いてもらい、
音楽レクを行うなど、レクリエーション時にも、入
居者様それぞれの個性や特技が活かせるよう
支援している。

入居後も、家族様と外出イベントなどを一緒に
行う事で、家族様にも継続して支援に参加して
いただきながら、共にすごす時間を提供し、家
族様との関係構築ができるよう努めている。

デイサービスを利用していた入居者様に、デイ
サービス入居者様との交流の機会を設けたり、
他施設に入所している入居者様の家族様へ面
会をする為に外出の支援を行うなど、支援を
行っている。
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22 ○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族
の経過をフォローし、相談や支援に努めている

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
23 （9） ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている

24 ○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努
めている

25 ○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている

26 （10） ○チームでつくる介護計画とモニタリング
本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合い、
それぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即
した介護計画を作成している

入居者様の普段の生活から適切に意向を汲
み、家族様からの意見についても、普段の面会
時などに職員と気さくに話せる雰囲気作りをす
る事で、希望や意向を伝えやすいよう関係の構
築に努めている。また、サービス担当者会議は
主治医やリハビリ担当から助言を受け、看護師
が出席し、3ヵ月に1度開催している。

看取りケアを行っており、サービス終了に至る
理由は、死亡退所である事が多い。入院による
サービスの中断等の場合は、本人様や家族様
と連絡を取り合い、退院後の施設生活の継続、
もしくは他施設の紹介など、本人様のケアが途
切れる事のないようにしている。

入居者様の生活に関する意向や日中の過ごし
方についての希望などを、日々のケアの中で
汲み取ると共に、毎月1回入居者様全員と職員
で「家族会議」を開き、入居者様の生活やケア
についての希望を伺う機会を設け、家族様に伝
え、ケアプランや日々の関わり方の改善の為に
活用している。

入居時に本人様や家族様から情報収集すると
共に、同事業所内の居宅サービスや通所介護
サービスなどを利用していた場合は、担当職員
と連携し、情報把握に努めている。

入居者様の状態に応じて、水分量や便の状
況、食事量などを、しっかりと全職員で把握でき
るよう、各種記録を活用し、情報共有を行って
いる。また、レクリエーション時や排泄・入浴時
などに、普段と変わった点があった場合は、適
宜職員同士でケア方法の検討を行い、ケア方
法の迅速な改善に繋げている。
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27 ○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化
本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟
な支援やサービスの多機能化に取り組んでいる

29 ○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している

30 （11） ○かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得
が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きな
がら、適切な医療を受けられるように支援している

31 ○看護職との協働
介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職や訪問看護師等に伝え
て相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している

些細なことであっても看護師に報告・相談があ
り、受診の必要性は、日常生活におけるＡＤＬ
や全身状態、食事・水分摂取量、排泄状況をも
とに、適切な専門医への受診、看護が受けられ
るよう支援している。

日々のケアとその結果について介護記録に記
入すると共に、リーダー用状況把握表を活用し
た申し送りを行い、情報の共有を行っている。ヒ
ヤリハット報告については、グループホームや
デイサービスなど全ての事業部が参加するヒ
ヤリハット委員会で報告や検討を全員で行い、
より安全で的確なケアができるよう努めてい
る。

通院や外出、外食支援、外出やイベント時の家
族様と入居者様との交流を支援している。以
前、夫婦で入居されて、ご主人様が他界された
入居者様の為、毎月職員が法要を行ったこと
がある。

症状に応じて、本人様や家族様の希望を伺い、
出来る限り希望に沿うようにしている。協力医
療機関が主治医の入居者様に関しては、出現
している症状から専門医を紹介して頂き、専門
的な適切な医療が受けらるようにしている。

遠方で暮らす家族の面会が定期的にあり、ま
た、高松市長の100歳のお祝い訪問があり、心
身共に喜びを得ながら生活することができてい
る。
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32 ○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できるように、
又、できるだけ早期に退院できるように、病院関係
者との情報交換や相談に努めている。あるいは、
そうした場合に備えて病院関係者との関係づくり
を行っている。

33 （12） ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援
重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有し、
地域の関係者と共にチームで支援に取り組んで
いる

34 ○急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

35 （13） ○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている

入院した際、本人様は不安を抱えている為、時
折面会に行き、治療に専念できるようにしてい
る。また、地域医療連携室師長や入院している
病棟師長との情報交換を行うと共に、今後、医
療的処置がどのくらい必要になってくるかの相
談も、快く受けてくれている。

重度化した場合や終末期のあり方について、
早い段階から、本人様や家族様と話し合いを行
い、事業所ができる範囲を説明している。重度
化した場合や看取り期には、最期まで人間らし
く生きて頂く為、サービス担当者会議において、
気になる症状などは、前もって家族様に、受け
入れてもらえるように説明をしている。その上
で、家族様もチームの一員として本人を支援し
ている。

急変が考えられる入居者様に関しては、前もっ
て状態観察を密に行い、急な発熱には、血液
検査やレントゲン検査、尿検査を行って、体の
内部に発生している変化を把握し、治療が必要
な病気がないか看るようにしている。解熱剤や
抗生剤の内服のタイミングの指導、クーリング
等で、初期対応できるようにしている。

毎月カンファレンスにおいて、避難訓練を行い、
誘導方法を確認している。水を２ダース、レトル
トのお粥、賞味期限が５年間の羊羹を備蓄して
いる。また、非常持ち出し袋に必要物品を入
れ、個々の好みの食べ物は、家族様にご協力
をお願いしている。ＡＥＤを設置し、緊急時に地
域の方が利用できるようにしている。
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Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　
36 （14） ○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援
日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのように
過ごしたいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援
その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

40 （15） ○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好み
や力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備
や食事、片付けをしている

41 ○栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に
応じた支援をしている

食事摂取に時間がかかる方もいるが、個々の
ペースに配慮して、ゆっくりと食事や水分摂取
ができるような環境を整えている。個々で水分
摂取量が一定ではない為、一人ひとりの習慣
や性格を考慮し、一日の水分摂取量が確保で
きるように支援している。

日々、ホールで入居者様全員が集まる時、食
後の時間を居室でテレビを見ている方、昼寝を
する方、持参しているアルバムを見ている方、
おやつの準備を一緒にしてくれる方など、思い
思いの時間を過ごして頂いている。

衣服はその日着たいものを選び、その方なりの
おしゃれができている。選べない方には、暑さ
や寒さを考慮して、上着とズボンの色合いを考
えながら選び、おしゃれができるようにしてい
る。

イベント時には、個々の飲み込み状態を考慮し
たミキサー食やソフト食を、見た目の色合いや
味が普通食と変わらない状態で提供し、入居者
様や家族様に好評を得ている。役割として、食
材の手入れや盛り付けを職員と一緒にすること
で喜びを感じて頂け、その後の食事の後片付
けも、してくれている。

本人の思いや希望は、表情や言葉として表出
されており、自然に自己決定できるような環境
整備をしている。

認知症の進行やＡＤＬ低下を認めても、個々の
個性を尊重し、人格や輝いていた頃の誇りを傷
つけないよう、話を傾聴したり、声かけを行って
いる。色塗りをすると、個々の個性が充分にで
ている。
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42 ○口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケ
アをしている

43 （16） ○排泄の自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレで
の排泄や排泄の自立にむけた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

45 （17） ○入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々にそった支援をしている

46 ○安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支
援している

夕食後から寝る前まで、自由に過ごせる空間を
提供している。居室でテレビを見たり、ホールで
数名の入居者様達でテレビを見たり、時には新
聞記事の内容を話し合ったり、カーテンを閉め
てくれたり、そろばんやパズルをしたりと、思い
思いの時間を過ごすことで、夜間の安眠に繋
がっている。

口腔ケアは、自力でできる方にも必ず声かけを
行い、職員が見守りができる洗面所で行って頂
いている。義歯を使用している方は、毎食後に
義歯を洗浄している。夕食後は流水で洗浄後、
義歯洗浄剤で一晩浸食し、朝、さっぱりとした
義歯を装着して頂いている。自力で口腔ケアで
きない方は、吸引歯ブラシを使用している。

毎食時前に、自力でトイレに行ける方には、声
かけをして失禁しないよう配慮している。常時オ
ムツを使用している全介助状態の方は、排泄
チェック表を確認しながら、パッド交換の際に、
微温湯で洗浄後、清拭を行って不快感のない
ようにしている。

毎日、体操を欠かさず行い、発汗量や食事・水
分摂取量のバランスを見ながら、摂取量を増減
している。食事面では、繊維質の食材を取り入
れ、調理を工夫したりしている。便秘の原因が
内服薬の副作用であることもあり、主治医に相
談して内服薬の検討を行ったり、個別対応とし
て緩下剤・下剤・便秘漢方薬を使用している。

昼食後、くつろいでから、ゆっくりと入浴できるよ
うに配慮している。体調不良や発熱等で、入浴
が難しい場合は、曜日を変更し、柔軟に対応し
ている。入浴後の水分補給として体内の水分
成分と同じポカリスエットを飲用して頂き、体内
水分のバランスを崩さないよう配慮している。
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47 ○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 （18） ○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。又、普段は行け
ないような場所でも、本人の希望を把握し、家族
や地域の人々と協力しながら出かけられるように
支援している

50 ○お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所
持したり使えるように支援している

51 ○電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている

52 （19） ○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）がな
いように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

共用空間は、それぞれの入居者様が不快感を
感じないよう、一人掛けの椅子はもちろんのこ
と、二人掛けできるソファを置いたり、テーブル
に一輪挿しをおいて、癒される空間を作ってい
る。

認知症の進行を認め、自ら電話をすることが困
難な方には、家族から電話や手紙のやり取りを
している。また、遠方の家族が面会に来る際に
は、事前に本人に知らせ、安心できるよう配慮
している。

一人ひとりの薬の内容については、介護職にも
分かるようにしている。また、下肢の浮腫みや
降圧剤等が追加処方された場合には、担当者
会議で家族様に状況を報告している。直接、主
治医に伺いたい家族様には、往診時に来荘し
て頂いている。

個々の認知度や生活歴に合った役割（お盆拭
き・洗濯物干し・洗濯物たたみ・食器の後片付
け・ランチョンマットの後片付け・配膳・食事やお
やつの声かけ等）を、職員の声かけと誘導で行
なってもらうことで、張り合いや喜びのある日々
を過ごすことができている。

その日その日の体調と気候を考慮し、散歩に
出かけ、近隣の庭に咲いている花や木の緑を
見て、心地よい季節を体で感じて頂いている。
また外食は、今まで行ったことのない場所へ出
向き、車で移動する楽しみと車中から見える景
色を楽しんで頂いた。

外食の際には、一人ひとりの利用者様のお金
を、適切な金額で個別にしておき、職員がつい
て支払える方には、支払いをして頂いている。
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53 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり
共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の
工夫をしている

54 （20） ○居心地よく過ごせる居室の配慮
居室は、本人や家族と相談しながら、使い慣れた
ものや好みのものを活かして、本人が居心地よく
過ごせるような工夫をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり
建物内部は一人ひとりの「できること」「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活
が送れるように工夫している

共用空間の中でも一人の時間を過ごすことが
できるよう、一人掛けのソファを置いている。気
の合う入居者様同士で交流できるよう、テーブ
ルを囲んで座れるようにしている。

自宅で使っていた馴染みの家具を、居室内に
置いたり、思い出のアルバムやいつも使ってい
た鞄を持参して頂いたり、一時帰宅した際に
撮った、家族写真を飾ったり、神棚やご主人様
の写真やお孫さんの写真を飾り、居心地良く過
ごせるようにしている。

居室でテレビを見ている方、静養している方、
役割で夕食の準備を職員と一緒にしている方
など、個々の能力に応じた、自立した生活がで
きるようにしている。

25/25 社会福祉法人香川県社会福祉協議会


